
自立のための準備期間を教育委員会が一貫してサポート

信濃町支援スタイル（３Ｓ）

『保学連携による子育て支援プラン』

安心して誰もが
　子育てできる町を目指して

乳幼児期【０歳から３歳】

保育期【４歳から６歳】

義務教育期【7歳から15歳】

進学・就労期【16歳から20歳】

新生児訪問　すくすく相談会
乳児健康検査　乳児健康診査
ひよこ教室

ほほほの会　保育園心理相談
すこやか教育相談　保小連絡会
来入児検査結果検討会

就学相談委員会　校内就学相談委員会
リソースルーム　相談支援関係者連絡会
個別の支援チーム会議　ふくろうの会

就労移行支援
希望の会

つなぐ
支  援

平
成
20
年
4
月
に
保
育
所
保
育
指

針
が
改
正
さ
れ
、
小
学
校
と
の

連
携
の
推
進
に
関
す
る
内
容
が
盛
り

込
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
小
学
校
学
習

指
導
要
領
で
も
保
育
所
と
の
連
携
が

明
記
さ
れ
、
乳
幼
児
期
か
ら
小
学
校

教
育
の
円
滑
な
接
続
に
つ
い
て
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
子
育
て
に
関
係
し
て
い
る

学
校
、
保
育
園
、
病
院
、
保
健
福
祉

な
ど
の
関
係
者
で
構
成
す
る
「
信
濃

町
相
談
支
援
関
係
者
連
絡
会
」
を
立

ち
上
げ
、
子
育
て
支
援
の
更
な
る
充

実
に
つ
い
て
の
検
討
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
平
成
25
年
10
月
15
日
、
信
濃
町

支
援
ス
タ
イ
ル
（
３
S
）
が
示
さ
れ
、

教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
支
援
ス
タ
イ

ル
を
中
心
と
し
た
「
保
学
連
携
に
よ
る

子
育
て
支
援
プ
ラ
ン
」
を
作
成
し
ま
し

た
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
各
担
当
が
独
立
し
て

支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
乳

幼
児
期
か
ら
就
労
へ
と
系
統
立
て
て
、

一
貫
し
た
支
援
に
す
る
た
め
に
、
関
係

機
関
の
連
携
（
横
の
つ
な
ぎ
）
を
強
化

し
な
が
ら
、子
ど
も
の
成
長
と
と
も
に

移
行
す
る
各
事
業
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関

係
者
が
意
識（
縦
の
つ
な
ぎ
）す
る
こ
と

で
、一
貫
し
た
支
援
を
行
う
も
の
で
す
。

ま
た
、一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
の
個
性

と
発
達
に
つ
い
て
の
啓
発
や
研
修
を
行

う
こ
と
で
、
子
育
て
に
関
す
る
不
安
の

解
消
や
発
達
障
害
に
つ
い
て
の
正
し
い

理
解
へ
つ
な
が
り
ま
す
。

保
育
園
か
ら
信
濃
小
中
学
校
へ

の
就
学
が
円
滑
に
な
る
よ
う
、

保
学
連
携
の
強
化
と
一
貫
し
た
支
援

を
行
う
た
め
に
、
教
育
委
員
会
事
務

局
に
子
ど
も
支
援
係
（
仮
称
）
を
新

設
し
ま
す
。
子
ど
も
の
成
長
に
寄
り

添
い
な
が
ら
医
療
、
保
健
、
保
育
、

教
育
を
つ
な
ぐ
専
門
職
員
を
配
置
し

た
り
、
子
ど
も
の
放
課
後
の
居
場
所

づ
く
り
と
し
て
、
1
年
生
か
ら
3
年

生
を
対
象
と
し
た
児
童
ク
ラ
ブ
や
４

年
生
か
ら
６
年
生
を
対
象
と
し
た
放

課
後
子
ど
も
教
室
を
運
営
し
た
り
、

子
育
て
に
関
す
る
窓
口
を
一
本
化
し

ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
他
に
も
信
濃
小
中
学

校
の
初
等
部
教
育
（
１
年
生
か
ら
４

年
生
）
の
更
な
る
充
実
に
よ
る
30
人

以
下
学
級
。
信
濃
町
支
援
ス
タ
イ
ル

に
よ
る
就
学
相
談
事
業
と
特
別
支
援

教
育
の
充
実
。
指
導
主
事
を
配
置
し
、

地
域
人
材
を
活
用
し
た
放
課
後
子
ど

も
教
室
や
、し
な
の
学
校
応
援
団
（
登

録
し
て
い
た
だ
い
た
地
域
の
方
に
、

信
濃
小
中
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
、
専

門
部
活
動
、
学
習
活
動
等
の
協
力
を

し
て
い
た
だ
く
団
体
）
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
な
ど
、
教
育
委
員
会
に
よ
る

一
貫
し
た
子
育
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
安
心
し
て
誰
も
が
、
子
育
て
で
き

る
安
住
の
町
を
目
指
し
て
、
平
成
26

年
度
か
ら
「
保
学
連
携
に
よ
る
子
育

て
支
援
プ
ラ
ン
」
を
実
行
し
て
い
き

ま
す
。

場　所 対象者 内　容
㋑ プレネイタルミーディング 親になる人 子育て全般
㋺ 乳幼児健康検査 保護者 町支援事業の取組み
㋩ 保育参観 保護者 多様性の理解
㋥ 入学保護者説明会 保護者 発達に対する理解
㋭ 学校の授業 子どもたち みんな違って良いこと
㋬ はぐくみサポート授業 町民関係者 その他必要な啓発

子どもの個性と発達を理解するための啓発活動

保育園と学校の連携を強化して、更なる教育の充実と、乳幼児期から就労まで一貫した子育て支援をす
るために、「保学連携による子育て支援プラン」を作成しました。
安心して誰もが子育てできる安住の町を目指して、平成 26年度からプランを実行していきます。

乳幼児期から就労まで
一貫して支援モノ

コト

ヒト

◎保健師、保育園、学校へと、子どもの

　成長を引き継ぐために、共通の様式

　で作成する引継書類（フェースシー

　トとグッドスタート支援シート）

◎保健師、保育園、学校で保存保管して

　いる記録を必要に応じて、相互に確

　認することができる仕組み

◎子どもの成長に寄り添いながら、医

　療、保健保育、教育を繋ぐパイプ役と

　して、教育委員会に専門職員を配置

◎長野養護学校やNPO法人など外部

　機関の専門家との連携

◎教育委員会事務局が保育園を管轄す

　ることによる保学連携の強化と子ど

　も支援係（仮称）の新設による子ども

　に関する相談窓口の一本化

◎各関係機関が行っている情報共有の

　ための会議の充実

つ
な
ぐ
支
援
の
要
素
を「
モ
ノ
」「
ヒ

ト
」「
コ
ト
」の
３
つ
で
行
い
ま
す
。

「
モ
ノ
」
に
よ
る
つ
な
ぎ
は
、
共
通
の

様
式
に
よ
る
引
継
書
類
の
作
成
や
、
各

関
係
機
関
が
保
存
を
し
て
い
る
記
録
を

相
互
に
利
用
す
る
な
ど
、
書
類
に
よ
る

確
実
な
つ
な
ぎ
を
行
い
ま
す
。

「
ヒ
ト
」
に
よ
る
つ
な
ぎ
は
、
子
ど
も
の

成
長
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
関
係
機
関

を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
と
な
る
専
門
職
員

の
配
置
や
、
県
と
民
間
な
ど
の
外
部
機

関
の
専
門
家
と
連
携
す
る
な
ど
、
人
に

よ
る
適
確
な
つ
な
ぎ
を
行
い
ま
す
。

「
コ
ト
」
に
よ
る
つ
な
ぎ
は
、
教
育
委

員
会
が
保
育
園
を
管
轄
す
る
こ
と
に
よ

る
、
保
育
と
教
育
の
一
体
的
な
連
携
の

強
化
や
、
子
ど
も
支
援
係
（
仮
称
）
を

新
設
し
、
子
育
て
に
係
る
相
談
窓
口
の

一
本
化
を
す
る
な
ど
、
組
織
に
よ
る
柔

軟
な
つ
な
ぎ
を
行
い
ま
す
。

㋑

㋺

㋩
㋥

㋭

㋬

ひよ
こ教
室

相談
支援
関係
者

連絡
会

来入
児検
査

結果
検討
会

◎地域人材を活用した放課後子

　ども教室のコーディネート

◎学校と地域人材をつなぐ学　

　校応援団のコーディネート

生涯学習係

◎信濃小中学校初等部の更なる充

　実による30人以下学級

◎給食センターの経営効率の検討

◎信濃町支援スタイルによる特別

　支援教育の充実

総務教育係

◎専門職員の配置による関係機関との

　連携と子育て支援に関する相談窓口

◎児童クラブ（１～３年生）と放課後

　子ども教室（４～６年生）の運営

◎保育園の運営となかよしの運営

子ども支援係（仮称）

乳幼児 保育園 小学校 中学校 進学 就労

つなぐ支援３つの要素
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